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するために、モデル植物の苔類ゼニゴケ  Marchantia polymorphaを用いてリン酸化プロ
テオーム解析を行った。暗処理した植物体に光照射することでリン酸化レベルが変動
し、かつ光合成阻害剤存在下ではその変動が見られないリン酸化ペプチドを探索した。
新奇な光合成シグナル伝達因子の候補として、 PHOTOSYNTHESIS-RELATED RAF 
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